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令
和
元
年
度
、
青
少
年
赤
十
字
の
活
動
の
新
た
な
ス

タ
ー
ト
が
切
ら
れ
ま
し
た
。
児
童
生
徒
が
「
人
道
」
の
心

を
養
い
、
日
常
生
活
の
中
で
実
践
活
動
を
通
し
て
、
望
ま

し
い
人
格
を
自
ら
形
成
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

「
や
さ
し
さ
」
や
「
思
い
や
り
」
の
心
を
引
き
出
し
、
育
て

て
い
く
青
少
年
赤
十
字
の
活
動
の
役
割
に
お
い
て
、
加
盟

校
で
は
様
々
な
教
育
活
動
を
学
校
の
中
に
取
り
入
れ
て
い

た
だ
き
、
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
敬
意
を
表

す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
本
年
度
総
会
に
て
、
平
成
29
・
30
年
度
の
青
少
年
赤
十

字
活
動
研
究
推
進
校
の
研
究
実
践
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

推
進
校
で
は
、
ま
ず
人
道
、
公
平
、
奉
仕
、
世
界
性
を
捉

え
、
気
づ
く
、
考
え
る
、
実
行
す
る
青
少
年
赤
十
字
の
態

度
目
標
を
立
て
、
そ
し
て
対
話
を
通
し
て
主
体
性
や
自
主

性
、
更
に
は
協
調
性
を
子
ど
も
た
ち
の
学
び
に
向
か
う
力

と
し
て
捉
え
た
す
ば
ら
し
い
実
践
発
表
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
加
盟
校
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
大
き
く

時
代
が
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
く
今
、
青
少
年
赤
十
字
の
活

動
の
確
か
さ
を
実
感
し
、
共
感
す
る
中
で
、
各
学
校
の
そ

れ
ぞ
れ
の
取
組
に
向
か
っ
て
い
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
新
し
い
令
和
の
時
代
を
迎
え
、
社
会
が
成
熟
し
て
い
く

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
多
様
化
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む

中
で
、
震
災
や
貧
困
等
多
く
の
困
難
な
状
況
も
生
ま
れ
て

き
ま
す
。
し
か
し
、
私
た
ち
は
、
多
く
の
人
々
と
の
つ
な

が
り
、
お
互
い
に
寄
り
添
い
、
助
け
合
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
の
精
神
を
大
切
に
、
こ
の
新
た
な
時
代
に
向
き

合
っ
て
い
か
れ
る
こ
と
を
切
に
願
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
加
盟
校
の
子
ど
も
た
ち
が
学
び
の
中
で
、
自

分
た
ち
が
で
き
る
こ
と
を
一
生
懸
命
考
え
て
、
み
ん
な
の

た
め
に
頑
張
っ
て
い
く
姿
は
、
必
ず
や
人
道
の
実
現
に
結

び
つ
く
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

青
少
年
赤
十
字
指
導
者
協
議
会
小
中
会
長

中
　
谷
　
眞
　
人

青
少
年
赤
十
字
の
確
か
な
実
践

（
碧
南
市
立
大
浜
小
学
校
長
）

地域を取り込んだ授業つくり

言語スキルの向上

ソーシャルスキルの習得

地域学校共働本部の活動

平成２９・３０年度　研究委嘱校　豊田市立梅坪小学校
人とのかかわりを通して，気づき・考え・実行する子どもの育成

～　地域学校共働本部を活用して　～
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高
校
部
会
で
は
、
月
に
1
度
の
メ
ン
バ
ー
委

員
会
（
役
員
会
・
機
関
誌
委
員
会
）
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
役
員
会
で
は
、
メ
ン
バ
ー
連
絡
会

に
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
時
に
役
立
つ
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
講
習
と
し
て
、「
車
椅
子
体
験
」
を
実
施
し

ま
し
た
。
機
関
誌
委
員
会
で
は
、
災
害
へ
の
意

識
を
高
め
て
も
ら
う
た
め
、
4
月
に
見
学
し
た

名
古
屋
大
学
減
災
館
の
内
容
を
活
か
し
た
「
災

害
へ
の
備
え
」
を
テ
ー
マ
に
機
関
誌
を
作
成
し

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
メ
ン
バ
ー
委
員
会
で

は
、「
高
校
生
の
私
た
ち
に
何
が
で
き
る
か
」

と
い
う
視
点
を
も
ち
、
態
度
目
標
で
あ
る
「
気

づ
き
・
考
え
・
実
行
す
る
」
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
毎
年
夏
休
み
に
行
わ
れ
る
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
は
、
非
常

食
（
ハ
イ
ゼ
ッ
ク
ス
炊
飯
）
体
験
や
、
期
間
中

に
学
ん
だ
こ
と
を
も
と
に
各
学
校
へ
戻
っ
て
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
企
画
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
に
力
を
入
れ
て
取
り
組
み
ま
し
た
。
こ
の
経

験
を
活
か
し
、
各
学
校
で
の
活
動
の
活
性
化
へ

つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　
刈
谷
・
安
城
地
区
（
知
立
・
高
浜
・
碧
南
・

西
尾
を
含
む
）
で
は
、
小
学
校
47
校
、
中
学
校

21
校
の
合
計
68
校
が
加
盟
し
て
い
ま
す
。
6
月

14
日
に
第
1
回
刈
谷
・
安
城
地
区
青
少
年
指
導

者
協
議
会
を
刈
谷
市
社
教
セ
ン
タ
ー
で
開
催

し
、
今
年
度
の
事
業
計
画
等
に
つ
い
て
協
議
し

ま
し
た
。

○
刈
谷
・
安
城
地
区
ト
レ
セ
ン

　
今
年
度
は
、
新
装
さ
れ
た
碧
南
市
の
勤
労
青

少
年
水
上
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
会
場
を
戻

し
、
7
月
25
日
と
26
日
の
1
泊
2
日
で
小
学
生

を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
赤
十

字
活
動
の
重
要
性
を
啓
発
し
ま
す
。

○
実
践
報
告
集
の
作
成

　
地
区
活
動
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
年
度
末

に
各
校
の
特
色
あ
る
活
動
を
冊
子
に
ま
と
め
、

情
報
交
換
や
今
後
の
活
動
の
参
考
に
し
ま
す
。

あ い ち 青 少 年 赤 十 字令和元年７月１日　第126号 （2）

各
地
区
の
活
動
状
況

ハイゼックス炊飯体験

　刈
谷
・
安
城
地
区

　
豊
田
地
区
は
、
市
内
す
べ
て
の
小
中
特
別
支

援
学
校
１
０
４
校
が
青
少
年
赤
十
字
に
加
盟
し

て
い
ま
す
。
各
学
校
は
、
次
の
4
つ
の
活
動
を

進
め
る
と
同
時
に
、
学
校
独
自
の
特
色
あ
る
取

組
も
進
め
て
い
ま
す
。

○
地
区
ト
レ
セ
ン

　
小
中
学
校
か
ら
各
１
名
の
代
表
児
童
生
徒
が

参
加
し
、
市
の
総
合
野
外
セ
ン
タ
ー
で
ト
レ
セ

ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。
令
和
元
年
度
は
１
泊
２

日
で
、
冬
に
行
い
ま
す
。

○
豊
田
市
社
会
福
祉
大
会

　
各
加
盟
校
の
特
色
あ
る
青
少
年
赤
十
字
活
動

を
ボ
ー
ド
に
ま
と
め
て
展
示
し
、
広
く
市
民
に

知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
に
し
て
い
ま
す
。

○
実
践
活
動
報
告
集
の
作
成

　
各
加
盟
校
の
活
動
を
報
告
集
に
ま
と
め
、
互

い
の
情
報
交
換
や
今
後
の
活
動
の
参
考
に
し
て

い
ま
す
。

○
募
金
活
動

　
各
加
盟
校
は
、
海
外
国
内
救
援
活
動
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
お
年
玉
募
金
は
豊
田
市
独
自
の
活
動
で
、
主

に
ネ
パ
ー
ル
、
バ
ヌ
ア
ツ
の
2
国
と
国
内
で
被

災
さ
れ
た
方
々
へ
の
復
興
支
援
に
使
っ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　
令
和
元
年
度
の
名
古
屋
地
区
指
導
者
協
議
会

総
会
を
、
6
月
13
日
（
木
）
に
ル
ブ
ラ
王
山
で

開
催
し
、
新
役
員
及
び
本
年
度
の
事
業
計
画
を

決
定
し
ま
し
た
。

○
指
導
者
研
修
会

　
名
古
屋
地
区
指
導
者
研
修
会
を
、
8
月
5
日

（
月
）
に
開
催
し
、
国
際
人
道
法
や
名
古
屋
地

区
ト
レ
セ
ン
に
関
す
る
研
修
な
ど
、
学
習
を
深

め
ま
す
。

○
名
古
屋
地
区
ト
レ
セ
ン

　
8
月
6
日
（
火
）
7
日
（
水
）
の
2
日
間
、

名
古
屋
市
総
合
社
会
福
祉
会
館
を
会
場
に
名
古

屋
地
区
ト
レ
セ
ン
を

行
い
ま
す
。
約
30
名

の
小
中
学
生
が
Ｈ
Ｒ

ご
と
に
分
か
れ
て
、

福
祉
体
験
や
国
際
交

流
活
動
を
行
い
ま

す
。
今
後
、
学
校
で

Ｊ
Ｒ
Ｃ
の
精
神
を
生

か
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
充
実
し
た
2

日
間
に
な
る
よ
う
に

準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。

　豊
田
地
区

　高
校
部
会

　名
古
屋
地
区

地区トレセン「ワークショップの発表」

お年玉募金贈呈式

国際交流活動 名古屋地区トレセン

会報126号_CS3.indd   2 19.6.24   3:04:01 PM



　
６
月
18
日（
水
）、
令
和
元
年
度
尾
張
地
区
青

少
年
赤
十
字
加
盟
校
総
会
・
校
長
連
絡
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。総
会
で
は
、協
議
会
会
長
で
あ

る
加
藤
正
彦
校
長
先
生
の
ご
挨
拶
の
後
、
本
年

度
の
年
間
計
画
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
承
認
さ
れ
た
事
業
は
次
の
通
り
で
す
。

○
尾
張
地
区
ト
レ
セ
ン

　
期
日
　
7
月
25
日
～
26
日

　
会
場
　
春
日
井
市
少
年
自
然
の
家

○
発
表
交
歓
会
・
指
導
者
研
修
会

　
期
日
　
12
月
24
日

　
会
場
　
北
名
古
屋
市
文
化
勤
労
会
館

　
総
会
・
校
長
連
絡
会
で
は
、
愛
知
県
支
部
青

少
年
赤
十
字
課
青
少
年
係
長
の
辻
ノ
上
実
友
希

様
よ
り
「
青
少
年
赤
十
字
の
活
動
に
つ
い
て
」

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
尾
張
地
区
は
、
現
在
、
幼
・
保
を
含
め
て

１
９
５
校
・
園
が
加
盟
し
て
い
ま
す
。
今
後
も

加
盟
促
進
と
共
に
、
学
校
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な

場
面
で
、
青
少
年
赤
十
字
の
態
度
目
標
で
あ
る

「
気
づ
き
、
考
え
、
実
行
す
る
」
こ
と
の
で
き

る
児
童
生
徒
を
育
む
活
動
を
推
進
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

あ い ち 青 少 年 赤 十 字（3） 令和元年７月１日　第126号

トレセン「フィールドワーク」

　
6
月
14
日
（
金
）
に
、
令
和
元
年
度
東
三
河

地
区
青
少
年
赤
十
字
指
導
者
協
議
会
総
会
・
研

修
会
を
豊
橋
市
教
育
会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

平
成
30
年
度
事
業
報
告
・
決
算
並
び
に
令
和
元

年
度
役
員
と
事
業
計
画
・
予
算
等
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
本
年
度
の
東
三
河
地
区
加
盟
校
は
、

小
学
校
が
1
校
増
え
、
小
学
校
47
校
、
中
学
校

17
校
、
合
計
64
校
と
な
り
ま
し
た
。

　
研
修
会
で
は
、
日
本
赤
十
字
社
愛
知
県
支
部

よ
り
青
少
年
赤
十
字
課
主
事
の
佐
藤
菜
津
美
様

を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
て
、「
青
少
年
赤
十

字
活
動
」
に
つ
い
て
お
話
し
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
各
種
研
修
会
や
防
災
教
材
の
活
用
の

仕
方
を
教
え
て
い
た
だ
き
、参
加
者
か
ら
は
「
ぜ

ひ
本
校
で
も
実
践
し
て
み
た
い
」
と
い
う
声
が

多
く
聞
か
れ
、
大
変
有
意
義
な
会
と
な
り
ま
し

た
。

　
2
月
に
は
、「
青
少
年
赤
十
字
活
動
実
践
集
」

の
発
行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
各
校
の
今
年
の

実
践
を
ま
と
め
、
次
年
度
の
活
動
に
生
か
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
各
小
中
学
校
で
「
気
づ
き
、
考
え
、

実
行
す
る
」
児
童
生
徒
の
育
成
を
図
っ
て
き
ま

す
。

　
5
月
21
日
（
火
）、
岡
崎
地
区
小
中
学
校
指

導
者
協
議
会
総
会
・
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
本

年
度
の
役
員
や
活
動
計
画
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
研
修
会
で
は
、
岡
崎
市
立
下
山
小
学
校
校

長
、
手
島
秀
樹
様
よ
り
、「
青
少
年
赤
十
字
と

学
校
教
育
」
と
題
し
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
今
年
度
の
主
な
活
動
は
次
の
通
り
で
す
。

○
地
区
ト
レ
セ
ン

　
7
月
30
・
31
日
（
火
・
水
）

　
市
内
全
て
の
小
中
学
校
か
ら
各
1
名
の
参
加

で
実
施
し
ま
す
。
事
前
に
ト
レ
セ
ン
ス
タ
ッ
フ

の
研
修
の
機
会
を
設
け
、
地
区
ト
レ
セ
ン
が
よ

り
充
実
し
た
2
日
間
と
な
る
よ
う
に
進
め
て
い

ま
す
。

○
1
月
　「
Ｊ
Ｒ
Ｃ
岡
崎
だ
よ
り
」
発
行

　
総
会
・
研
修
会
、
ト
レ
セ
ン
の
様
子
の
ほ
か
、

各
校
で
の
特
色
あ
る
青
少
年
赤
十
字
活
動
を
紹

介
し
ま
す
。

○
2
月
　「
実
践
活
動
文
集
」
発
行

　
ト
レ
セ
ン
に
参
加
し
た
児
童
生
徒
が
、
各
校

で
実
践
し
た
活
動
の
成
果
と
感
想
を
ま
と
め
、

実
践
活
動
文
集
と
し
て
発
行
し
ま
す
。

岡崎地区トレセン ｢ホームルーム ｣の様子

全校集会「気づき・考え・実行しよう！」

知多・海部児童生徒交歓会

　尾
張
地
区

　知
多
・
海
部
地
区

　東
三
河
地
区

　岡
崎
地
区

　
5
月
21
日
（
火
）
に
あ
ま
市
美
和
文
化
会
館

に
お
い
て
、
知
多･

海
部
地
区
青
少
年
赤
十
字

指
導
者
協
議
会
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
そ
こ

で
次
の
と
お
り
、
本
年
度
の
事
業
計
画
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

○
知
多･

海
部
地
区
ト
レ
セ
ン

　
期
日
　
7
月
27
日
～
29
日

　
会
場
　
美
浜
少
年
自
然
の
家

○
指
導
者
講
習
会
・
児
童
生
徒
交
歓
会

　
期
日
　
12
月
25
日

　
会
場
　
津
島
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
総
会
後
の
研
修
会
で
は
、
県
支
部
青
少
年
赤

十
字
課
青
少
年
係
長
の
辻
ノ
上
実
友
希
様
か
ら

「
日
本
に
お
け
る
青
少
年
赤
十
字
の
活
動
」
と

い
う
演
題
で
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
い
く

つ
か
の
ス
ラ
イ
ド
を
見
せ
て
い
た
だ
き
な
が

ら
、
楽
し
く
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
知
多
・
海
部
地
区
で
は
、
現
在
、
１
７
１
校

が
加
盟
を
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
加
盟
促
進
と

と
も
に
、
学
校
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
、

「
気
づ
き
、
考
え
、
実
行
す
る
」
こ
と
の
で
き

る
児
童
生
徒
が
増
え
て
い
く
よ
う
、
活
動
の
推

進
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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　「
今
井
の
緑
を
守
り
た
い
。」

　
そ
ん
な
思
い
が
、
私
の
頭
を
よ
ぎ
り
ま
し
た
。

私
が
通
っ
て
い
る
今
井
小
学
校
は
、
全
校
児
童

が
24
人
で
す
。
今
井
の
緑
は
地
域
み
ん
な
の
宝

物
で
す
。
今
井
小
は
犬
山
市
内
で
唯
一
、「
み

ど
り
の
少
年
団
」
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

森
に
看
板
や
巣
箱
を
設
置
し
、
緑
の
大
切
さ
を

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
今
井
小
の
子
ど
も
は
地
域
の
方
と
触
れ

合
う
機
会
が
多
く
あ
り
ま
す
。
地
域
の
た
め
、

何
か
で
き
る
こ
と
を
考
え
た
と
き
、
う
か
ん
だ

の
は
「
ク
リ
ー
ン
活
動
」
で
し
た
。
こ
れ
は
今

井
小
の
昔
の
先
ぱ
い
が
緑
を
守
る
た
め
地
域
の

方
に
呼
び
か
け
て
始
め
た
活
動
で
す
。
子
ど
も

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
協
力
し
て
行
い
ま
す
。
地

域
一
体
と
な
り
、
取
り
組
む
姿
を
見
る
と
嬉
し

く
な
り
ま
す
。
中
学
生
に
な
っ
て
も
参
加
し
て

い
き
た
い
で
す
。

　
今
、
私
に
で
き
る
こ
と
は
小
さ
な
こ
と
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
一
生
懸
命
取
り
組
む
姿
を

後
は
い

4

4

や
地
域
の
方
に
見
て
い
た
だ
き
、
こ
れ

か
ら
の
未
来
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

　
桜
丘
中
学
校
で
は
、
毎
年
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
海
外
た

す
け
あ
い
」
募
金
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
活

動
は
、「
不
自
由
な
く
毎
日
を
過
ご
し
て
い
る

私
た
ち
と
は
違
い
、
海
外
に
は
、
生
き
る
こ
と

さ
え
難
し
い
人
た
ち
が
い
る
」
と
い
う
こ
と
に

気
づ
き
、
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
と

考
え
、
行
動
し
た
先
輩
方
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
考
え
に
賛
同
し
、
今
で
も
募
金
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
こ
の
良
き
伝
統
を

守
っ
て
い
く
だ
け
で
な
く
、
国
内
の
被
災
地
へ

の
義
援
金
を
集
め
た
り
、
校
外
で
清
掃
を
行
っ

た
り
、
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
常
に
考
え
、

様
々
な
活
動
を
主
体
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
家
族
や
地
域
の
方
、
学
校
の
先
生

な
ど
、
多
く
の
人
た
ち
に
支
え
ら
れ
て
生
き
て

い
ま
す
。
そ
ん
な
私
た
ち
も
誰
か
を
支
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
う
し
て
み
ん
な
が
支
え

合
っ
て
生
き
て
い
け
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま

す
。
私
も
生
徒
会
執
行
部
の
一
員
と
し
て
、
こ

れ
か
ら
も
様
々
な
活
動
を
自
分
た
ち
で
考
え
、

実
行
し
て
い
き
ま
す
。

　「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
で
人
の
命
が
救
え

る
」

　
そ
の
こ
と
を
知
っ
た
の
は
、
以
前
児
童
会
が

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ

プ
を
集
め
る
活
動
を
し
た
と
き
で
し
た
。
こ
の
と

き
に
ぼ
く
は
、「
ぼ
く
た
ち
が
普
段
ゴ
ミ
に
し
て

い
る
も
の
で
人
の
命
が
救
え
る
ん
だ
」
と
驚
き
ま

し
た
。
校
長
先
生
が
、「
命
を
大
切
に
し
て
く
だ

さ
い
」
と
朝
会
や
終
業
式
な
ど
で
お
話
を
し
て
く

だ
さ
い
ま
す
。
災
害
や
交
通
安
全
を
通
し
て
命

に
つ
い
て
考
え
る
機
会
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

自
分
た
ち
だ
け
で
な
く
、
世
界
の
人
の
命
も
同
じ

よ
う
に
大
切
に
し
た
い
と
考
え
、
自
分
た
ち
も
、

こ
の
活
動
を
し
よ
う
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　
活
動
を
始
め
る
と
、
た
く
さ
ん
の
子
が
協
力
し

て
く
れ
て
、
約
4
万
3
千
個
も
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
キ
ャ
ッ
プ
が
集
ま
り
ま
し
た
。
50
人
分
以
上

の
ワ
ク
チ
ン
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
と
わ
か
り
、

自
分
た
ち
で
考
え
て
、
行
動
し
た
こ
の
活
動
で

誰
か
の
役
に
立
て
た
と
思
う
と
、
と
て
も
う
れ

し
く
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、「
気
づ
き
、
考
え
、
実
行
す
る
」

と
い
う
Ｊ
Ｒ
Ｃ
の
態
度
目
標
を
心
に
と
め
て
、
ぼ

く
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
実
践
し
て
い
き
た
い

で
す
。

支
え
合
っ
て
生
き
て
い
く
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私
と
Ｊ
Ｒ
Ｃ
と
の
出
会
い
は
、
前
任
校
で
指

導
者
講
習
会
に
誘
わ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で

す
。
合
宿
に
参
加
し
て
Ｊ
Ｒ
Ｃ
の
理
念
で
あ
る

「
気
づ
き
・
考
え
・
実
行
す
る
」
と
い
う
魔
法
の

言
葉
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
得

た
知
識
や
体
験
を
学
校
の
文
化
祭
で
防
災
教
育

と
し
て
生
徒
や
保
護
者
に
体
験
し
て
も
ら
い
た

い
と
思
い
、
ハ
イ
ゼ
ッ
ク
ス
を
用
い
た
炊
き
出

し
の
教
室
を
開
き
、
被
災
し
た
時
に
役
立
つ
「
ご

飯
を
お
い
し
く
炊
け
る
方
法
」
を
教
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
参
加
し
た
方
か
ら
「
ハ
イ
ゼ
ッ

ク
ス
の
袋
で
ご
飯
が
炊
け
る
こ
と
の
驚
き
」
や

「
簡
単
に
ご
飯
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
」
と

高
い
評
価
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
高
校

ト
レ
セ
ン
に
指
導

者
と
し
て
参
加

し
、
生
徒
達
に
魔

法
の
言
葉
を
プ
ゼ

ン
ト
し
て
い
ま

す
。

愛
知
県
立
南
陽
高
等
学
校

教
諭
　
水
野
　
真
悠
子

私
と
Ｊ
Ｒ
Ｃ

ぼ
く
た
ち
に
で
き
る
こ
と

東
海
市
立
名
和
小
学
校
　
6
年横

尾
　
三
四
郎

未
来
に
つ
な
げ
る

犬
山
市
立
今
井
小
学
校
　
5
年奥

村
　
美
諭

名
古
屋
市
立
桜
丘
中
学
校
　
3
年

ノ
ア
　
柚
子
姫

今井区クリーン活動

命を救うペットボトルキャップ

トレセンでの話し合いにて
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岡
崎
市
立
竜
南
中
学
校
　
3
年千

賀
　
日
菜
子

　
竜
南
中
学
校
で
は
、「
防
災
フ
ェ
ス
タ
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。
３
年
生
が
総
合
的
な
学
習
の

時
間
を
使
っ
て
防
災
に
つ
い
て
学
び
、
知
識
や

技
能
、
自
分
た
ち
が
考
え
た
防
災
の
提
案
を
１
・

２
年
生
に
発
表
す
る
も
の
で
す
。
昨
年
度
私
は

防
災
食
と
自
宅
以
外
で
地
震
に
あ
っ
た
場
合
に

つ
い
て
の
発
表
を
聞
き
ま
し
た
。
保
存
性
の
高

い
乾
パ
ン
や
救
助
ま
で
の
間
に
必
要
な
水
の

量
、
食
器
を
洗
わ
ず
に
清
潔
に
繰
り
返
し
使
う

ア
イ
デ
ア
な
ど
と
て
も
興
味
深
く
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
買
い
物
で
外
出
し
て
い
る
時
に
大
き

な
地
震
が
起
き
た
場
合
、
冷
静
に
周
り
を
見
て

行
動
す
る
こ
と
や
店
員
さ
ん
の
指
示
に
従
う
こ

と
、
何
よ
り
自
分
の
命
を
第
一
に
考
え
て
行
動

す
る
こ
と
を
、
ク
イ
ズ
形
式
で
分
か
り
や
す
く

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
防
災
フ
ェ
ス
タ
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と

を
次
の
後
輩
た
ち
に
伝
え
て
い
く
と
と
も
に
、

私
た
ち
中
学

生
が
地
域
の

防
災
に
関
わ

っ
て
、
自
分

た
ち
に
で
き

る
こ
と
を
よ

り
一
層
考
え

て
い
き
た
い

と
思
い
ま

す
。 自

分
た
ち
か
ら
防
災
を
学
ぶ

地
域
に
愛
さ
れ
る
学
校

　
私
た
ち
の
刈
谷
東
中
学
校
で
は
、
校
訓

に
「
プ
リ
ー
ズ
」、「
サ
ン
キ
ュ
ー
」、「
エ

ク
ス
キ
ュ
ー
ズ
ミ
ー
」
の
合
成
語
で
あ
る

「
プ
リ
キ
ュ
ー
精
神
」
を
掲
げ
て
お
り
、
そ

れ
に
基
づ
き
、
日
々
生
活
し
て
い
ま
す
。

刈
谷
東
中
学
校
は
環
境
美
化
に
対
す
る
意

識
が
と
て
も
高
く
、
学
校
だ
け
で
は
な
く
、

私
た
ち
が
住
ん
で
い
る
町
も
き
れ
い
に
し

よ
う
と
い
う
思
い
か
ら
、「
プ
リ
カ
ン
」
と

い
う
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
プ
リ

カ
ン
と
は
、
プ
リ
キ
ュ
ー
精
神
を
も
っ
て

環
境
美
化
に
取
り
組
む
と
い
う
意
味
を

も
っ
て
い
ま
す
。
活
動
内
容
は
、
月
に
一

度
、
通
学
路
に
落
ち
て
い
る
ゴ
ミ
を
拾
い

な
が
ら
学
校
に
登
校
す
る
と
い
う
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
で
す
。
今
年
度
最
初
の
プ
リ

カ
ン
で
は
、
五
百
名
近
く
の
生
徒
が
参
加

し
ま
し
た
。
こ
れ
だ
け
多
く
の
人
数
が
集

ま
る
の
は
、
素
敵
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

き
れ
い
な
町
に
な
る
よ
う
に
と
い
う
思
い

を
も
っ
て
、
通
学
路
や
公
園
に
落
ち
て
い

る
ゴ
ミ
や
側
溝
に
た
ま
っ
て
い
る
ゴ
ミ
な

ど
を
丁
寧
に
拾
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
プ
リ
キ
ュ
ー
精
神
に
は
、
周
囲
に
思
い

や
る
気
持
ち
が
大
切
で
あ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。
私
た
ち
は

学
校
生
活
で
こ
の

心
を
養
い
、
プ

リ
カ
ン
へ
と
繋
げ

て
い
ま
す
。
プ

リ
キ
ュ
ー
精
神
を

も
っ
た
私
た
ち

は
、
学
校
と
い
う

枠
組
み
を
越
え
、

こ
れ
か
ら
も
地
域

を
き
れ
い
に
し
て

い
く
こ
と
が
で
き

る
と
思
い
ま
す
。

刈
谷
市
立
刈
谷
東
中
学
校
　
3
年栗

山
　
晟

プ
リ
キ
ュ
ー
精
神
を
も
っ
た
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

蒲
郡
市
立
形
原
中
学
校

教
諭
　
竹
内
　
朋

　「
地
域
に
愛
さ
れ
る
学
校
」
を
目
指
し
、
本

校
生
徒
会
は
、
形
原
の
町
に
貢
献
で
き
る
活
動

を
多
く
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
の
一
つ
に「
春

日
桜
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
が
あ
り
ま
す
。

　
春
に
な
る
と
多
く
の
人
が
訪
れ
る
桜
の
名

所
、
春
日
山
。
春
日
山
を
守
る
桜
会
の
方
々
が

剪
定
し
た
桜
の
枝
を
運
び
、
山
の
整
備
の
お
手

伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
活
動
に
は
、
本
校

Ｊ
Ｒ
Ｃ
委
員
会
を
中
心
に
、
毎
年
全
校
生
徒
の

約
三
分
の
一
が
参
加
し
ま
す
。

　「
重
た
い
か
ら
僕
が
運
び
ま
す
」「
ま
だ
枝
が

残
っ
て
い
る
か
ら
手
伝
お
う
」
と
、
で
き
る
こ

と
を
考
え
動
く
生
徒
の
表
情
は
爽
や
か
で
、
誰

か
の
た
め
に
行
動
す
る
こ
と
の
喜
び
を
感
じ
て

い
る
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　「
地
域
に
愛
さ
れ
る
学
校
」
を
目
指
す
中
で
、

生
徒
の
「
気
づ
き
・
考
え
・
実
行
す
る
」
力
が

高
ま
っ
て
い

ま
す
。
今
後

も
本
校
の
特

色
を
生
か
し

た
活
動
を
進

め
、「
気
づ

き
・
考
え
・

実
行
す
る
」

生
徒
を
育
成

し
て
い
き
ま

す
。

　
豊
田
市
立
寺
部
小
学
校
は
、
２
０
１
９
年
ラ

グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
や
サ
ッ
カ
ー
Ｊ
リ
ー

グ
の
試
合
会
場
に
な
る
豊
田
ス
タ
ジ
ア
ム
に
近

い
学
校
で
す
。
近
く
を
一
級
河
川
矢
作
川
が
流

れ
て
お
り
、
大
雨
が
降
る
と
洪
水
や
川
の
氾
濫

が
心
配
さ
れ
る
地
域
で
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
地
震
や
火
災
の
避
難
訓
練
に
加
え

て
、
水
害
対
策
避
難
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

学
区
の
中
学
校
が
避
難
場
所
に
な
っ
て
い
る
た

め
、
高
学
年
児
童
と
低
学
年
児
童
が
バ
デ
ィ
を

組
み
、
中
学
校
ま
で
徒
歩
で
約
10
分
の
道
の
り

を
歩
い
て
避
難
し
ま
す
。
高
学
年
児
童
は
、
周

囲
の
交
通
安
全
や
状
況
に
気
を
配
り
な
が
ら
、

避
難
し
ま
す
。

　
災
害
時
に
は
、
地
域
で
助
け
合
う
こ
と
も
大

切
と
考
え
、
中
学
校
だ
け
で
な
く
近
く
の
交
流

館
に
も
協
力
を
仰
ぎ
、
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
地
域
で
助
け
合
え
る
よ
い
関
係
づ
く
り
が

災
害
時
に
活
き
て
く
る
と
考
え
る
か
ら
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
や
保
護
者
を
巻
き
込
ん
だ
訓

練
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
子
ど

も
の
判
断
力
や

知
識
も
大
切
で

す
。「
ま
も
る

い
の
ち
　
ひ
ろ

め
る
ぼ
う
さ

い
」
や
「
ち
ょ

こ
っ
と
ぼ
う
さ

い
」
を
活
用
し

た
学
習
も
進
め

る
予
定
で
い
ま

す
。 地

域
性
を
活
か
し
た
防
災
訓
練

豊
田
市
立
寺
部
小
学
校教

諭
　
竹
谷
　
智
子

春日桜会ボランティア

先輩から学ぶ「防災フェスタ」

水害対策避難訓練

ゴミ回収
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あ い ち 青 少 年 赤 十 字令和元年７月１日　第126号 （6）

　加
盟
校
だ
よ
り

　岡
崎
市
立
北
野
小
学
校

　
本
校
で
は
、
大
規
模
地
震
の
発
生
を
想
定
し

た
防
災
訓
練
を
毎
年
11
月
の
第
1
日
曜
日
に
学

区
と
合
同
で
行
っ
て
い
ま
す
。
訓
練
は
、
家
族

と
一
緒
に
近
所
の
公
園
な
ど
の
一
次
避
難
場
所

へ
集
合
し
、
学
校
へ
避
難
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始

ま
り
ま
す
。
学
校
に
着
い
て
か
ら
は
、
ク
ラ
ス

ご
と
に
各
コ
ー
ナ
ー
を
回
り
、
防
災
に
必
要
な

知
識
や
ス
キ
ル
を
身
に
着
け
ま
す
。
内
容
と
し

て
は
、「
地
震
体
験
」「
煙
道
体
験
」「
心
肺
蘇

生
法
」「
応
急
担
架
の
組
み
立
て
」「
消
火
器
に

よ
る
初
期
消
火
体
験
」「
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
体
験
」

な
ど
が
あ
り
、
児
童
は
積
極
的
に
参
加
し
て
い

ま
す
。
昨
年
度
は
、「
新
聞
紙
で
作
る
こ
と
が

で
き
る
防
災
ス
リ
ッ
パ
」
の
コ
ー
ナ
ー
や
「
仮

設
ト
イ
レ
の
展
示
」
も
あ
り
、
避
難
所
生
活
の

様
子
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
経
験
は
，ど
ん
な
時
で
も
「
気

づ
き
・
考
え
・
実
行
」
で
き
る
児
童
を
育
成
す

る
の
に
役
立
つ
と
思
い
ま
す
。
児
童
だ
け
で
な

く
、
大
人
も
真
剣
に
な
っ
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
こ
の
学
区
防
災
訓
練
は
、
北
野
学
区
の
よ
い

伝
統
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
地
域
で
助
け
合
う

心
が
育
ま
れ
て
い
く
よ
う
、
学
区
と
学
校
で
手

を
取
り
合
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
水
越
　
健
介
）

　安
城
市
立
安
城
中
部
小
学
校

　

　
本
校
で
は
、
福
祉
委
員
会
や
環
境
委
員
会
の

活
動
で
、
ベ
ル
マ
ー
ク
回
収
や
リ
サ
イ
ク
ル
活

動
を
盛
ん
に
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
企
画
委

員
会
が
実
施
す
る
異
学
年
交
流
「
ペ
ア
と
遊
ぼ

う
タ
イ
ム
」
を
通
し
、
異
学
年
と
楽
し
ん
で
遊

ぶ
機
会
を
設
け
、「
気
づ
き
・
考
え
・
実
行
す
る
」

を
実
践
し
て
い
ま
す
。

　
総
合
的
な
学

習
の
時
間
で

は
、
3
年
生

で
「
や
さ
し
さ

い
っ
ぱ
い
と
ど

け
隊
」
～
地
域

の
お
じ
い
ち
ゃ

ん
・
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
と
と
も

に
～
を
テ
ー
マ

に
、
地
域
の
高

齢
者
と
ふ
れ
あ
う
活
動
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

お
年
よ
り
か
ら
話
を
聞
い
て
、
生
活
の
知
恵
を

学
ん
で
実
践
し
た
り
、
車
い
す
体
験
や
不
自
由

な
生
活
の
疑
似
体
験
を
し
た
り
す
る
活
動
を
取

り
入
れ
て
い
ま
す
。
一
年
の
ま
と
め
と
し
て
、

学
ん
だ
こ
と
を
お
年
寄
り
に
発
表
し
た
り
、
低

学
年
の
子
に
伝
え
た
り
す
る
活
動
に
も
取
り
組

み
ま
す
。
そ
こ
で
は
、
人
と
ふ
れ
あ
う
温
か
い

気
持
ち
を
育
て
る
と
と
も
に
、
様
々
な
人
が
共

に
生
活
し
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
、
地
域
の
中

で
人
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
実
践
し
よ
う
と

す
る
気
持
ち
を
高
め
て
い
ま
す
。

�

（
後
藤
　
達
也
）

　津
島
市
立
天
王
中
学
校

　
本
校
で
は
、
毎
年
2
年
生
が
、
心
肺
蘇
生
法

と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
を
学
ん
で
い
ま
す
。
練

習
用
の
人
形
を
使
っ
て
、
全
員
が
体
験
し
ま
す
。

救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
に
心
臓
を
圧
迫
す
る

回
数
や
最
低
限
の
必
要
時
間
、
そ
し
て
心
臓

マ
ッ
サ
ー
ジ
を
続
け
る
に
は
、
多
く
の
人
の
協

力
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
す
。

　「
ピ
ッ
、
ピ
ッ
、
ピ
ッ
…
」
リ
ズ
ム
音
に
合

わ
せ
て
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
繰
り
返
す
生
徒
た

ち
。
何
度
も
練
習
す
る
う
ち
に
、
リ
ズ
ム
よ
く

心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　
体
験
後
の
生
徒
の
感
想
に
は
、「
心
臓
マ
ッ

サ
ー
ジ
の
方
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
を
初
め
て

知
っ
た
。
い
ざ
と
い
う
と
き
は
勇
気
を
出
し
て
、

自
分
か
ら
行
動
し
て
、
命
を
救
い
た
い
」「
心

臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
は
と
て
も
疲
れ
た
。
難
し
そ
う

だ
と
思
っ
た
け
ど
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
指
示
を
出
し
て

く
れ
た
の
で
、
意
外
と
簡
単
に
扱
う
こ
と
が
で

き
た
」
等
、
体
験
し
た
か
ら
こ
そ
感
じ
得
た
感

想
ば
か
り
で
し

た
。

　
今
後
も
、
緊

急
時
に
自
ら

判
断
し
積
極
的

に
行
動
で
き
る

生
徒
を
育
て
て

い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

�（
平
野
　
誠
二
）

　豊
橋
市
立
芦
原
小
学
校

　
本
校
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
、
Ｊ
Ｒ
Ｃ
の
精

神
で
あ
る
「
気
づ
き
・
考
え
・
実
行
す
る
」
を

実
現
す
る
た
め
に
、「
気
づ
き
　
考
え
　
実
行

し
た
よ
掲
示
板
」
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
学
年

ご
と
強
化
月
間
を
決
め
て
、「
気
づ
き
・
考
え
・

実
行
し
た
」
こ
と
を
カ
ー
ド
に
書
い
て
も
ら
い
、

Ｊ
Ｒ
Ｃ
委
員
が
掲
示
板
の
木
へ
貼
っ
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
提
出
さ
れ
た
カ
ー
ド
は
、
朝
会
や

毎
週
の
お
昼
の
放
送
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ひ

と
月
で
木
に
掲
示
さ
れ
る
カ
ー
ド
は
、
お
よ
そ

50
枚
に
な
り
ま
す
。
そ
の
後
、カ
ー
ド
が
貯
ま
っ

て
い
く
様
子
が
見
て
わ
か
る
よ
う
、
透
明
の
箱

に
保
管
し
ま
す
。
全
校
の
子
ど
も
た
ち
が
行
っ

た
「
気
づ
き
・
考
え
・
実
行
し
た
よ
カ
ー
ド
」
で
、

木
に
花
が
咲
い
て
い
く
様
子
を
子
ど
も
た
ち
は

嬉
し
そ
う
に
見
て
い
ま
す
。

　
掲
示
板
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち

は
日
々
の
生
活
の
中
で
の
問
題
に
目
を
向
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
よ
り
よ

く
な
る
た
め
の
方
法
を
自
分
で
考
え
、
実
行
す

る
こ
と
ま
で
意
識
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
掲
示
板
は
個
人
の
記

録
と
し
て
も
残

る
こ
と
で
達
成

感
を
得
る
と
と

も
に
、
よ
い
気

づ
き
や
行
動
を

他
の
子
に
も
広

め
る
こ
と
も
で

き
る
の
で
大
き

な
役
割
を
は
た

し
て
い
ま
す
。

�（
藤
田
　
紗
矢
）

心肺蘇生法を学ぶ児童

救急法講習会

掲示板の木にカードを貼るJRC委員

お年寄りに学びの発表
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本
校
の
吹
奏
楽
部
は
、
毎
年
地
域
交
流
活
動

の
一
環
と
し
て
、
校
区
内
に
あ
る
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
へ
慰
問
演
奏
に
出
か
け
て
い
ま
す
。

　
事
前
に
、
ホ
ー
ム
の
担
当
職
員
の
方
か
ら
、

入
居
し
て
い
る
お
年
寄
り
の
皆
さ
ん
が
、
こ
の

訪
問
演
奏
を
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
る
こ
と

を
お
聞
き
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
喜
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
に
お
年
寄
り
の
年
齢
層
や
活
躍
さ
れ

て
い
た
こ
ろ
の
時
代
背
景
を
考
え
て
選
曲
し
、

一
生
懸
命
練
習
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
今
年
は
「
演
歌
メ
ド
レ
ー
」「
オ
ク
ラ
ホ
マ

ミ
キ
サ
ー
」「
美
空
ひ
ば
り
メ
ド
レ
ー
」「
ス
タ
ー

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
」
な
ど
の
曲
の
演
奏
と
、「
ビ

リ
ー
ブ
」
の
合
唱
な
ど
を
聴
い
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
と
り
わ
け
「
美
空
ひ
ば
り
メ
ド
レ
ー
」

で
は
体
を
揺
ら
し
な
が
ら
、
リ
ズ
ム
を
と
る
お

年
寄
り
も
多
く
み
え
て
、
演
奏
に
聴
き
入
っ
て

い
る
様
子
が
直
接
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
お
年

寄
り
の
満
足
げ
な
表
情
や
涙
を
流
し
な
が
ら
聴

き
入
る
姿
に
触
れ
ら
れ
た
ひ
と
と
き
は
、
吹
奏

楽
部
の
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
も
最
高
の
時
間
と

な
り
ま
し
た
。�

（
長
岡
　
孝
行
）

あ い ち 青 少 年 赤 十 字（7） 令和元年７月１日　第126号

　豊
田
市
立
美
里
中
学
校

　
本
校
で
は
、
福
祉
委
員
会
が
中
心
と
な
っ
て
、

年
5
回
の
Ｗ
Ｃ
Ｐ
活
動
を
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｗ
Ｃ
Ｐ
と
は
、「
Ｗ
ｏ
ｒ
ｌ
ｄ
　
Ｃ
ｏ
ｎ
ｎ
ｅ
ｃ

ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
　
Ｐ
ｒ
ｏ
ｊ
ｅ
ｃ
ｔ
」
の
頭
文
字
を
と

っ
た
略
称
で
、
世
界
と
つ
な
が
る
活
動
を
意
味

し
て
い
ま
す
。
福
祉
委
員
が
呼
び
か
け
を
行
い
、

登
校
し
て
き
た
生
徒
か
ら
昇
降
口
前
で
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
や
ア
ル
ミ
缶
、
牛
乳
パ
ッ
ク
を

受
け
取
り
ま
す
。
集
ま
っ
た
袋
を
協
力
し
合
い
倉

庫
へ
運
ぶ
生
徒
達
の
姿
に
は
、
自
分
達
の
活
動
が

世
の
中
の
誰
か
を
助
け
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の

だ
と
い
う
、
誇
り
や
達
成
感
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

生
徒
達
の
強
い
思
い
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
Ｗ
Ｃ

Ｐ
活
動
で
、
集
め
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ

は
発
展
途
上
国
で
感
染
症
に
苦
し
む
子
ど
も
を

救
う
ワ
ク
チ
ン
の
購
入
費
用
に
、
牛
乳
パ
ッ
ク

や
ア
ル
ミ
缶
の
収
益
は
、
盲
導
犬
育
成
費
用
に

充
て
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
本
校
で
は
他
に
も
様
々
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
全
校
生
徒
が
地

域
の
公
園
な
ど
を
清
掃
す
る
地
域
貢
献
活
動
は
、

4
年
目
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
Ｊ
Ｒ
Ｃ
の

態
度
目
標
で
あ
る
「
気
づ
き
・
考
え
・
実
行
す

る
」
を
合
言
葉
に
生
徒
達
の
主
体
性
を
大
切
に

し
な
が
ら
、「
継

続
は
力
な
り
」

の
精
神
で
Ｗ
Ｃ

Ｐ
活
動
や
地
域

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま

す
。

（
小
杉
　
友
香
理
）

　愛
知
県
立
杏
和
高
等
学
校

　
本
校
で
は
、
Ｊ
Ｒ
Ｃ
部
の
メ
ン
バ
ー
が
中
心

と
な
っ
て
、
様
々
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
積

極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
の
一
つ
に

高
齢
者
施
設
で
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
が

あ
り
ま
す
。
毎
回
の
訪
問
時
に
は
、
様
々
な
工

夫
を
凝
ら
し
た
ゲ
ー
ム
や
出
し
物
を
考
え
て
い

き
ま
す
。「
ど
う
し
た
ら
車
い
す
で
ボ
ウ
リ
ン

グ
で
き
る
か
な
？
」「
指
先
を
使
う
小
物
作
り

は
リ
ハ
ビ
リ
に
も
な
る
よ
ね
」「
ジ
グ
ソ
ー
パ

ズ
ル
は
ど
れ
位
の
大
き
さ
に
し
た
ら
使
い
や
す

い
か
な
？
」
な
ど
、
生
徒
た
ち
が
訪
問
し
た
際

に
気
が
つ
い
た
改
善
点
を
高
齢
者
の
視
点
で
考

え
、
次
回
の
訪
問
で
活
か
す
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
認
知
症
対
応
型
施
設
で
の
体
験
か
ら
、

適
切
な
対
応
が
で
き
る
知
識
を
身
に
つ
け
た
い

と
い
う
声
が
あ
が

り
「
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
」
を

受
講
し
ま
し
た
。
福

祉
の
授
業
選
択
者
も

一
緒
に
受
講
し
、
活

発
な
意
見
交
換
を
行

い
、
次
回
の
訪
問
に

向
け
て
の
自
信
を
つ

け
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
初
め
は
消
極
的
な

生
徒
も
、
先
輩
達
と

共
に
繰
り
返
し
活
動

し
て
い
く
中
で
、
疑

問
に
感
じ
た
事
を

質
問
し
、
よ
り
良
い

方
法
を
考
え
、
実
践

で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
く
姿
に
た
く
ま

し
さ
を
感
じ
て
い
ま

す
。�

（
森
　
雅
子
）

　名
古
屋
市
立
如
意
小
学
校

　
本
校
で
は
、
Ｊ
Ｒ
Ｃ
の
精
神
「
気
づ
き
・
考

え
・
実
行
す
る
」
を
大
切
に
し
た
活
動
と
し
て
、

全
校
で
学
区
内
の
大
小
８
つ
の
公
園
・
遊
園
地
、

学
校
周
辺
及
び
学
校
内
の
ご
み
拾
い
と
草
取
り

を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
活
動
は
、
児
童
だ
け

で
は
な
く
、
保
護
者
や
地
域
の
方
々
に
も
呼
び

か
け
、
協
力
し
な
が
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
活
動
を
通
し
て
、
環
境
や
人
の
役
に
立

と
う
と
す
る
意
識
、
郷
土
愛
・
地
域
愛
を
全
校

で
高
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
縦
割
り
活
動
も
行
っ
て
お
り
、
上
級

生
が
進
ん
で
下
級
生
の
面
倒
を
見
て
い
ま
す
。

１
月
に
は
「
な
か
よ
し
フ
ェ
ス
タ
」
と
い
う
、

ゲ
ー
ム
を
通
し
て
仲
間
意
識
を
高
め
る
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
紙
コ
ッ
プ
倒
し
や
磁
石
的
当

て
な
ど
、
児
童
が
工
夫
を
凝
ら
し
て
ゲ
ー
ム
の

運
営
を
行
い
ま
す
。�

（
中
西
　
宏
行
）

　江
南
市
立
宮
田
中
学
校

老人ホーム慰問演奏

学区内の清掃

手作りゲーム2 手作りゲーム1手作りゲーム3

牛乳キャップの回収活動
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あ い ち 青 少 年 赤 十 字令和元年７月１日　第126号 （8）

防
災
教
育

　
4
月
23
日
（
火
）、
名
古
屋
市
東
区
の
「
ウ
ィ

ル
あ
い
ち
」
に
、
県
下
か
ら
３
５
０
名
を
超
え

る
指
導
者
が
集
ま
り
、
平
成
31
年
度
愛
知
県
青

少
年
赤
十
字
指
導
者
協
議
会
総
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
総
会
に
引
き
続
き
、
研
究
推
進
校
で
あ

る
、
刈
谷
市
立
平
成
小
学
校
、
豊
田
市
立
梅
坪

小
学
校
が
2
年
間
の
研
究
の
成
果
を
発
表
し
ま

し
た
。

　
青
少
年
赤
十
字
の
態
度
目
標
で
あ
る
「
気
づ

き
、
考
え
、
実
行
す
る
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、

他
者
と
主
体
的
、
意
欲
的
に
か
か
わ
る
活
動
を

通
し
て
、
心
豊
か
な
児
童
の
育
成
を
目
指
し
た

実
践
の
報
告
で
す
。
会
場
の
先
生
方
も
両
校
の

研
究
実
践
に
強
い
関
心
を
も
ち
、
熱
心
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
さ
て
、
愛
知
県
支
部
で
は
防
災
教
育
に
も
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。
学
習
指
導
要
領
で
も
、
特

別
活
動
に
お
い
て
防
災
教
育
を
行
う
よ
う
に
新

た
に
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
防
災
教
育
で
は「
人

を
助
け
る
た
め
に
は
、
ま
ず
自
分
が
生
き
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
こ
と
を
し
っ
か
り
と
伝
え
る

こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　
愛
知
県
支
部
作
成
の
防
災
教
育
教
材
「
い
え

ま
で
す
ご
ろ
く
」
は
、
小
学
校
高
学
年
を
対
象

と
し
て
、
楽
し
く
遊
び
な
が
ら
防
災
の
学
習
が

で
き
る
も
の
で
す
。
職
員
や
奉
仕
団
に
よ
る
出

前
授
業
も
行
っ
て
い
ま
す
。「
ひ
と
り
で
も
学

べ
る
　
ち
ょ
こ
っ
と
ぼ
う
さ
い
」
は
名
古
屋
地

方
気
象
台
と
共
同
で
作
成
し
た
も
の
で
す
。
教

師
の
手
間
を
か
け
ず
、
短
時
間
で
防
災
を
学
べ

る
教
材
で
す
。「
ま
も
る
い
の
ち
　
ひ
ろ
め
る

ぼ
う
さ
い
」
と
関
連
付
け
て
学
習
で
き
る
よ
う

に
作
成
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
愛
知
県
支
部
で
は
多
忙
な
学

校
現
場
を
考
慮
し
て
、
様
々
な
防
災
教
材
の
開

発
と
出
前
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

令
和
元
年
度
事
業
計
画

＊
総
会
・
実
践
発
表
会
　
　
　
　
４
月
23
日

�

（
会
場
　
ウ
ィ
ル
あ
い
ち
）

＊
指
導
者
の
た
め
の
国
際
人
道
法
研
修
会

�

５
月
17
日
（
会
場
　
愛
知
県
支
部
）

＊
高
校
指
導
者
研
究
会
・
メ
ン
バ
ー
連
絡
会

�

５
月
25
日
・
11
月
９
日
（
会
場
　
愛
知
県
支
部
）

＊
支
部
主
催
ト
レ
セ
ン

　
・
高
校
ト
レ
セ
ン�

８
月
４
～
６
日

　
・
小
中
ト
レ
セ
ン�

８
月
22
～
24
日

�

（
会
場
　
愛
知
県
青
年
の
家
）

＊
指
導
者
講
習
会�

８
月
25
～
27
日

�

（
会
場
　
愛
知
県
青
年
の
家
）

＊
救
急
法
講
習
会

　
・
指
導
者
・
高
校
生
対
象

�

８
月
19
～
21
日
（
会
場
　
愛
知
県
支
部
）

＊
ト
レ
セ
ン
・
指
導
者
講
習
会
検
討
会

�

９
月
７
日
（
会
場
　
愛
知
県
支
部
）

＊
指
導
者
講
習
会
参
加
者
研
修
会

�

１
月
18
日
（
会
場
　
愛
知
県
支
部
）

＊
加
盟
校
校
長
・
指
導
者
研
究
会
　

�

１
月
21
日
（
会
場
　
ウ
ィ
ル
あ
い
ち
）

＊
高
校
活
動
発
表
会

�

２
月
１
日
（
会
場
　
愛
知
県
支
部
）

＊
研
究
推
進
委
嘱
校

　
・（
紙
上
発
表
）
長
久
手
市
立
東
小
学
校

　
　「
自
ら
進
ん
で
学
び
続
け
る
児
童
の
育
成

�

～
人
と
の
関
わ
り
か
ら
学
ぶ
活
動
を
通
し
て
～
」

　
・（
紙
上
発
表
）
豊
川
市
立
小
坂
井
中
学
校

　
　「＂
自
主
の
姿
＂
の
実
現

～
８
つ
の
姿
を
大
切
に
し
た
授
業
～
」

発
　
行
　
令
和
元
年
七
月
一
日

発
行
者
　
愛
知
県
青
少
年
赤
十
字
指
導
者
協
議
会

事
務
局
　
日
本
赤
十
字
社
愛
知
県
支
部

　
　
　
　
〒�

四
六
一
│
八
五
六
一

　
　
　
　
名
古
屋
市
東
区
白
壁
一
│
五
〇

　
　
　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ�

〇
五
二
│
九
七
一
│
一
五
九
九

F
A
X�

〇
五
二
│
九
七
一
│
一
五
九
〇
　

世界へ思いを伝えます

地域の先生から学びます

５年社会科学習

青少年赤十字登録式 海外助け合い募金

全校で心をそろえます

役に立つ人になりたいです

地域の防災訓練

加
盟
状
況 

（
令
和
元
年
四
月
一
日
現
在
）

○
幼
稚
園
・
保
育
園
　

○
小
学
校

○
中
学
校
　
　
　
　
　

○
高
等
学
校（
含
　
特
別
支
援
学
校
十
一
）

︿
加
盟
校
合
計
﹀

︿
メ
ン
バ
ー
総
数
﹀

四
二
園

六
三
七
校

二
六
五
校

一
一
三
校

一
〇
六
八
校
・
園

　
四
二
八
、一
三
五
名

刈谷市立平成小学校

平成２９・３０年度　研究委嘱校　刈谷市立平成小学校

「気づき，考え，実行する」を通して，学びに向かう力を高める子どもの育成
～教材との対話，自己との対話，他者との対話を通して～
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